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（様式第２号）

令和 4年 11 月 7 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田県能代市字塞の神 73
名 称 有限会社西方設計
代表者 代表取締役西方里見

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向け

た方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

これまで当社は 40年来、人間に負荷を掛けない、地球に負荷を掛けない持続可能な住宅の
建築を目標にしてまいりましたが、今、国際社会の目標としての、SDGs の内容を理解し、
今以上に、環境、経済、社会に貢献できる住宅のあり方と企業のあり方を意識し、活動する
企業を目指したい。

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ3年 11月 19 日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

☐経済

þ社会

☐環境

◎ 住宅建築を通
して住まう人々
が健康で快適な
空間を目指す。

◎男女平等な労働
環境と賃金

・ 性能住宅=CO2削減
住宅、健康寿命が延長
できる住宅、持続可能
な住宅で次の世代に引
き継がれて住まえる住
宅をめざす。

・ 建築設計では男女の
差がなく、才能と経験
で提案による評価が高
く、賃金、も差のない
現状ですが、さらに平
等の意識を共有し、高
めたい。

・ この SDGs の目指す
ものを社員の意識の中
に広め、日常の生活の
あり方を再確認した
い。

CO2削減住宅、エネルギ

ーの消費を少なくするエ

コ住宅への取り組みは、1

年間で5件、パッシブ認

定ハウス 1件、そして今

後も 1年間 5件ほどの件

数で、実行できていく予

定である。

男女平等な労働環境を守

り、賃金の平等、ベース

アップの平等を実践して

いる。
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þ経済

☐社会

☐環境

◎ 木造住宅建築
で、
県産材の利用と
植林。

◎ 住宅のエネル
ギー
と地域自然エネ
ルギーのネット
ワークを目指す

◎ 働く環境を高
め、
生産性が高まる
よう目指す

・ 秋田県の木材の活用
を中心として、秋田杉
により付加価値が付く
よう、地場での流通を
活発にして経済活動に
つなげたい。

・ エネルギーのネット
ワーク構築により地域
への利益還元となるよ
う目指す

・ 働く人が生き生きと
働ける職場環境を目指
す。

・ 住宅の太陽光パネル
によるエネルギーと、
地域の自然エネルギー
のネットワークの構築
を共にめざしたい。

・ 働く人が生き生きと
働ける職場環境を目指
す。

・ 造る側の責任、と使う
側の責任を共有した
い。

◎ 木造住宅建築で、
県産材の利用と植
林。

ウッドショックにより、

建築材の価格の高騰は住

宅生産の大きな足かせと

なったが、できるだけ、

地元杉材の活用を目指し

小さな製材所の開拓を試

みて、うまく活用できた。

◎ 住宅のエネルギー
と地域自然エネルギ
ーのネットワークを
目指す

これは、今後の課題とし

て重要である。

◎ 働く環境を高め、
生産性が高まるよう
目指す
働く人が生き生きと働け

るよう、個人の自主性に

任せるところが多い。

建主が満足で木、かつ地

球への負荷のかからない

自分たちの住まい方を、

住宅を通して共有できた

と思う。
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☐経済

☐社会

þ環境

◎ 高性能な住宅
建築・持続可能
な建築を通し
て、住む人に健
康な生活を。

◎ エコ住宅、ゼロ
エネルギー住宅
+太陽光発電に
よるクリーンエ
ネルギーで気候
変動に寄与する

◎ 木材の活用の
住宅建築で山を守
る活動にも積極的

に参加する

・ ヒートショック等の
心配がなく住む人の健
康寿命のを伸ばす効果
のある住宅建築が社会
基準となるよう目指す

・ ZEH住宅やエコ住宅
でカーボンニュートラ
ルに貢献できる住宅を
目指す

・ 住宅建築で木材を利
用し、植樹によりCO2
を取り込む活動を支持
していきたい。

健康寿命を伸ばせるよう

なエコ住宅への関心は強

いと感じているが、ウッ

ドショック以来住宅機材

の値上がりが、このよう

な住宅建築への単価を押

し上げてしまっている。

そのため、広く社会基準

となるよう、頑張りたい

と思うが、年収の問題で、

困難になってる。

これまで毎年、植樹に参

加してきていたが。コロ

ナ禍で、参加ができてい

ない。
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【記載留意点】

・この宣言書は、県Web サイトで公開します。

・「SDGs 達成に向けた取組方針等」を記載いただくとともに、原則として「経済」・「社会」・「環境」の

３側面の全てについて「SDGs 達成に向けた重点的な取組」を記載してください。なお、３側面について、

取組が複数の分野にまたがる場合は、それぞれの分野にチェックþしてください。
・「2030 年に向けた指標」は、原則として数値目標を記載してください。

・「重点的な取組及び指標の進捗状況」は、年 1回以上進捗管理を行い、状況を記載してください。なお、初

回登録時は記入不要です。

・取組の例として、別紙「基本的取組事項の例」を適宜参照ください。

・記載した取組と関係が深いＳＤＧｓのゴールを以下の表から選択し、「関連する主な SDGs ゴール」にゴー

ル番号を記載してください（複数選択可、最大３つ）。

ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


